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〔
一
〕
　
明
神
御
宇
日
本
天
皇
詔
書
…
…
云
々
咸
聞
。

　
　
　
〔
二
〕
　
明
神
御
宇
天
皇
詔
旨
…
…
云
々
咸
聞
。

　
　
　
〔
三
〕
　
明
神
御
大
八
洲
天
皇
詔
旨
…
…
云
々
咸
聞
。

　
　
　
〔
四
〕
　
天
皇
詔
旨
…
…
云
々
咸
聞
。

　
　
　
〔
五
〕
　
詔
旨
…
…
云
々
咸
聞
。

此
は
、
令
に
見
え
た
詔
書
式
で
あ
る
。
〔
一
〕
・
〔
二
〕
は
、
蕃
国
の
使
に

宣
す
る
場
合
の
大
事
・
次
事
に
よ
つ
て
分
け
ら
れ
た
形
式
で
あ
る
。
等
し
く
、

此
詞
を
、
開
口
と
し
て
、
宣
り
下
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
〔
三
〕
・
〔
四
〕

・
〔
五
〕
の
三
つ
は
、
国
内
の
事
に
関
す
る
大
事
・
中
事
・
小
事
を
宣
り
別

け
る
詔
書
の
様
式
で
あ
る
。
此
様
に
複
雑
に
、
書
き
別
け
ら
れ
る
や
う
に
な
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つ
た
以
前
の
、
形
を
考
へ
て
見
た
い
。

た
ゞ
今
の
と
こ
ろ
、
私
の
考
へ
で
は
、
内
外
を
通
じ
て
、
大
事
に
は
「
あ
き

つ
み
か
み
と
、
大
八
洲
し
ろ
し
め
す
、
天
皇
詔
書
と
」
と
い
つ
た
形
を
以
て

し
た
も
の
と
思
う
て
ゐ
る
。
其
が
、
外
蕃
と
の
関
係
を
深
く
考
へ
る
や
う
に

な
つ
て
か
ら
、
〔
一
〕
・
〔
二
〕
を
最
も
重
い
も
の
と
し
て
、
表
現
し
始
め

た
の
で
あ
る
。

続
日
本
紀
を
見
て
、
第
一
に
受
け
る
印
象
は
、
大
倭
根
子
天
皇
な
る
称
号
が
、

御
歴
代
の
御
名
の
上
に
付
い
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
此
は
、
疑
ひ
も
な
く
、
詔

旨
・
宣
命
の
も
つ
信
仰
か
ら
出
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
更
に
言
へ
ば
、
即
位

式
の
の
り
と
が
、
印
象
深
く
、
其
天
子
の
御
一
代
を
掩
ふ
事
に
な
る
為
と
思

ふ
。
即
位
の
の
り
と
と
云
ふ
も
の
は
、
古
く
は
、
其
が
初
春
で
、
同
時
に
新
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嘗
の
直
後
に
、
宣
り
下
さ
れ
た
も
の
と
、
推
論
す
る
事
の
出
来
る
多
く
の
根

拠
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
の
り
と
及
び
よ
ご
と
が
、
即
位
式
・
大
嘗
祭
・
元
旦

朝
賀
に
共
通
し
て
用
ゐ
ら
れ
、
或
は
、
其
用
途
が
混
同
し
て
ゐ
る
と
さ
へ
、

見
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

今
も
述
べ
た
様
に
、
私
は
、
元
旦
を
以
て
、
大
嘗
祭
・
即
位
式
の
、
同
時
に

行
は
れ
た
古
代
の
国
家
の
年
中
行
事
を
考
へ
て
ゐ
る
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
天

子
、
毎
年
、
新
に
蘇
ら
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
信
仰
の
下
に
、
其
産
声
を
意
味
す

る
祝
詞
が
、
御
代
始
め
の
祝
詞
と
も
な
り
、
同
じ
考
へ
か
ら
、
時
に
行
は
れ

た
大
嘗
祭
の
祝
詞
と
な
り
、
或
は
、
元
旦
の
の
り
と
と
も
、
分
れ
て
行
つ
た

の
で
あ
つ
た
。
古
代
に
は
、
第
一
回
の
元
旦
の
の
り
と
が
、
其
後
、
毎
年
、

新
し
い
詞
章
と
し
て
、
繰
り
返
へ
さ
れ
て
ゐ
た
。
然
も
其
が
、
形
式
化
し
た
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常
用
文
句
と
し
て
ゞ
な
く
、
新
鮮
な
、
権
威
あ
る
詞
と
し
て
、
常
に
考
へ
ら

れ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
此
が
、
即
位
の
の
り
と
と
、
元
旦
の
詔
旨
と
の
間

に
、
区
別
の
殆
ど
な
い
理
由
で
あ
る
。

謂
は
ゞ
、
元
旦
の
詔
旨
は
、
即
位
の
の
り
と
を
、
毎
年
く
り
返
す
も
の
で
あ

つ
た
。
大
倭
根
子
天
皇
と
云
ふ
枕
詞
と
も
言
ふ
べ
き
成
語
は
、
単
に
、
讃
名

で
は
な
か
つ
た
。
新
し
く
、
そ
こ
に
、
霊
力
を
享
け
て
、
復
活
し
た
聖
者
で

あ
る
事
を
意
味
す
る
の
だ
。

根
子
は
、
山
城
根
子
・
浪
速
根
子
の
類
か
ら
、
大
田
々
根
子
に
到
る
ま
で
、

あ
る
地
方
の
、
神
人
の
最
高
位
に
居
る
者
の
意
味
で
あ
つ
た
。
大
和
の
神
人

の
、
最
高
の
人
と
な
る
が
故
に
、
天
子
の
稜
威
は
生
じ
る
の
で
あ
つ
た
。
し

か
も
、
神
人
に
し
て
、
時
に
神
自
体
（
か
む
な
が
ら
）
の
資
格
を
有
つ
事
が
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あ
つ
た
。
其
場
合
に
、
あ
き
つ
み
か
み
と
云
々
、
と
い
ふ
形
容
句
を
付
け
て
、

神
及
び
神
人
な
る
聖
者
を
意
味
す
る
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
既
に
此
古
神

道
の
根
本
精
神
は
述
べ
て
置
い
た
が
、
聖
者
の
誕
生
と
、
復
活
と
は
同
一
で

あ
り
、
誕
生
と
即
位
と
は
、
ま
た
同
時
に
行
は
れ
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ

た
。
畢
竟
、
即
位
の
の
り
と
は
、 

神 

自 

体 

カ
ム
ナ
ガ
ラ

に
し
て
、
神
人
な
る
天
子
の
産

声
で
あ
り
、
ま
た
、
毎
年
復
活
し
て
、
宣
り
下
し
給
ふ
詔
旨
で
も
あ
つ
た
の

で
あ
る
。
其
為
に
元
旦
の
詔
旨
に
、
即
位
式
と
同
じ
表
現
を
用
ゐ
、
大
倭
根

子
な
る
資
格
を
云
ひ
固
む
る
習
慣
が
出
来
た
も
の
と
言
へ
る
。

の
り
と
の
く
だ
る
場
合
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、
其
間
に
大
小
、
或
は
、
更

に
細
や
か
な
区
別
が
考
へ
ら
れ
て
来
た
。
そ
し
て
、
公
式
令
に
見
え
る
様
な
、

三
様
の
朝
廷
の
辞
が
、
段
々
固
定
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
処
が
、
蕃
国
の
使
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に
発
せ
ら
れ
る
の
り
と
な
る
、
大
・
次
の
二
様
式
が
ど
う
し
て
発
生
し
た
か

ゞ
、
問
題
に
な
る
と
思
ふ
。

私
は
、
祝
詞
と
寿
詞
と
は
、
相
互
関
係
に
あ
る
も
の
で
、
古
く
単
独
に
、
宣

或
は
奏
せ
ら
れ
た
事
実
を
想
像
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
国
学
の
先
達
以
来
、

祝
詞
・
寿
詞
の
用
語
例
定
義
に
つ
い
て
は
、
結
論
と
見
る
べ
き
断
案
に
達
し

て
ゐ
な
い
。
だ
が
、
私
は
、
の
り
と
が
神
及
び 

神 

自 

体 

カ
ム
ナ
ガ
ラ

と
信
ぜ
ら
れ
た
人
、

並
び
に
、
其 

伝 

言 

者 

ミ
コ
ト
モ
チ

の
発
す
る
詞
章
を
、
意
味
す
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
。

根
本
は
神
よ
り
の
り
く
だ
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
よ
ご
と
は
、
臣
従
を
誓
ふ
者

が
、
其
氏
族
の
守
護
霊
を
捧
げ
て
、
長
者
の
齢
を
祝
福
す
る
意
味
の
詞
で
あ

つ
た
。
だ
か
ら
、
寿
詞
ヨ
ゴ
ト
は
、
実
は
齢
詞
ヨ
ゴ
ト
で
あ
る
。
宣
が
あ
れ
ば
奏
が
伴
ふ
。

の
り
と
に
対
し
て
、
寿
詞
が
た
て
ま
つ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
早
く
か
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ら
、
ま
づ
寿
詞
を
奏
し
て
後
、
の
り
と
が
宣
せ
ら
れ
る
風
も
行
は
れ
て
ゐ
た

ら
し
い
。
け
れ
ど
も
、
さ
う
な
つ
て
も
や
は
り
、
普
通
の
よ
ご
と
は
、
の
り

と
の
後
に
、
数
多
く
、
ま
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
代
に
於
て
す
ら
、
元

朝
の
の
り
と
を
忘
れ
て
、
よ
ご
と
を
主
に
見
る
傾
き
が
あ
つ
た
。

祝
詞
・
宣
命
・
詔
旨
は
、
結
局
寿
詞
・  

返    

申  

カ
ヘ
リ
マ
ヲ
シ
を
予
期
し
て
発
言
せ
ら
る
ゝ

も
の
で
あ
つ
た
。
其
に
対
す
る  

返    

申  

カ
ヘ
リ
マ
ヲ
シ
は
、
必
守
護
霊
献
上
と
、
健
康
祝

福
を
か
ね
た
服
従
の
誓
詞
で
あ
つ
た
。
此
意
味
に
於
て
、
蕃
国
の
使
に
宣
せ

ら
れ
る
詔
書
が
、
分
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
公
式
令
に
於
て
は
、
日
本
天
皇
、

或
は
、
天
皇
と
書
い
て
ゐ
る
が
、
此
は
、
恐
ら
く
朝
廷
大
辞
と
同
じ
く
、
古

く
は
「
あ
き
つ
み
か
み
と
、
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
す
大
倭
根
子
天
皇
」
と

云
ふ
資
格
の
宣
言
を
、
開
口
と
し
た
の
で
あ
ら
う
。
其
が
、
内
国
に
は
大
八
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洲
と
い
ひ
、
外
蕃
に
は
日
本
天
皇
と
し
る
す
や
う
に
な
つ
た
の
に
は
理
由
が

あ
ら
う
。
大
八
洲
の
詞
が
、
内
国
的
で
あ
る
や
う
に
、
日
本
ヤ
マ
ト
の
詞
は
、
対
外

的
に
感
ぜ
ら
れ
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本
の
地
域
は
、
大
倭
根
子
天
皇
の
の
り
と
の
下
る
範
囲
内
を
示
す
詞
で
あ

つ
た
。
正
し
く
云
へ
ば
、
此
祝
詞
が
く
だ
る
と
、
其
土
地
が
、
日
本
を
以
て

呼
ば
れ
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
国
家
が
拡
が
る
に
つ
れ
て
、

大
倭
根
子
天
皇
詔
旨
は
、
次
第
に
重
要
な
意
味
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
、
此

は
対
外
的
の
も
の
で
あ
り
、
或
は
ひ
ろ
が
り
ゆ
く
べ
き
祝
福
の
詞
章
と
解
せ

ら
れ
る
習
慣
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
私
は
日
本
ヤ
マ
ト
が
、
一
部
落
の
名
か
ら
起
つ

て
、
一
国
の
名
と
な
り
、
更
に
、
宮
廷
の
時
代
々
々
に
於
け
る
、
版
図
の
総

名
に
ま
で
、
延
長
せ
ら
れ
て
行
つ
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。
此
は
即
位
・
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大
嘗
・
元
旦
に
通
ず
る
詔
旨
の
威
力
の
信
仰
に
基
く
の
で
あ
つ
た
。

朝
鮮
半
島
に
於
け
る
国
を 

内 

屯 

倉 

ウ
チ
ツ
ミ
ヤ
ケ
と
称
し
た
の
も
、
実
は
、
蕃
国
使
に
宣

せ
ら
れ
る
詔
旨
に
、
其
大
国
を
、
日
本
の
内
な
る
屯
倉
ミ
ヤ
ケ
同
格
に
、
取
扱
ふ
と

い
ふ
意
味
の
発
想
法
が
、
淆まじ
つ
て
ゐ
た
か
ら
の
事
と
信
じ
て
ゐ
る
。
た
と
へ

ば
、
か
う
し
た
の
り
と
が
下
る
ご
と
に
、
蕃
国
の
使
は
、
伝
承
の
旧
辞
な
る

寿
詞
を
奏
し
た
面
影
は
、
あ
の
新
羅
王
の
誓
詞
を
も
つ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

勿
論
、
あ
れ
は
、
日
本
語
風
に
表
現
せ
ら
れ
た
寿
詞
を
、
更
に
、
記
録
者
が

異
訳
し
た
跡
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
最
後
に
、
さ
う
し
た
祝
詞
は
、
何
時
・
何
処
で
宣
下
さ
れ
た
も
の
か
。

私
は
、
其
宣
下
の
座
を
、
古
く
の
り
と
と
称
し
た
も
の
と
観
て
ゐ
る
　
　
そ

こ
で
宣
り
給
ふ
詞
章
な
る
が
故
に
、
の
り
と
ご
と
、
と
言
う
た
の
で
あ
る
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其
を
略
し
て
、
単
に
の
り
と
と
云
ひ
ふ
る
し
て
来
た
為
に
、
の
り
と
ご
と

を
以
て
、
重
言
の
や
う
に
考
へ
、
或
は
、
の
り
と
を
分
解
し
て
、
の
り
と
き

ご
と
・
の
り
た
べ
ご
と
或
は
の
り
ご
と
と
言
う
た
風
に
、
と
に
こ
と
の
意
味

を
想
定
す
る
学
者
ば
か
り
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

高
御
座
を
以
て
、
私
は
、
の
り
と
、
即
、
誕
生
　
　
復
活
の
詔
旨
を
宣
下
し

給
ふ
座
と
考
へ
る
処
ま
で
来
た
。

私
の
此
話
は
、
日
本
の
古
代
の
暦
法
、
天
上
天
下
の
関
係
を
説
か
ね
ば
な
ら

な
く
な
つ
た
。
此
は
他
日
の
機
会
を
俟
ち
た
い
。
た
ゞ
、
最
後
に
、
言
ひ
添

へ
る
な
ら
ば
、
高
御
座
は
、
天
上
に
於
け
る
天
神
の
座
と
等
し
い
も
の
で
、

そ
こ
に 

神 

自 

体 

カ
ム
ナ
ガ
ラ

と
信
ぜ
ら
れ
た
大
倭
根
子
天
皇
の
起
つ
て
、
天
神
の
詔
旨

を
み
こ
と
も
た
せ
給
ふ
時
、
天
上
・
天
下
の
区
別
が
取
り
除
か
れ
て
、
真
の
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天アメ
の 

高  

座 

タ
カ
ク
ラ

と
な
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
折
口
信
夫
全
集
　2

」
中
央
公
論
社

　
　
　1995
（
平
成7

）
年3

月10

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
古
代
研
究
　
民
俗
学
篇
第
一
」
大
岡
山
書
店

　
　
　1929

（
昭
和4
）
年4

月10

日
発
行

初
出
：
「
国
学
院
雑
誌
　
第
三
十
四
巻
第
三
号
」

　
　
　1928

（
昭
和3

）
年3
月

※
底
本
の
題
名
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
昭
和
三
年
三
月
「
国
学
院
雑
誌
」

第
三
十
四
巻
第
三
号
」
は
フ
ァ
イ
ル
末
の
「
初
出
」
欄
に
移
し
ま
し
た
。

入
力
：
小
林
繁
雄
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校
正
：
多
羅
尾
伴
内

2003
年12

月27

日
作
成

2004

年1
月25

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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